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0.71，m=1.61，m=2.31，m=3.17の各々の場合に

ついて之に推計学的検討を加えた。
 
X1，X2，X3……Xnを一つの大試験管内の稀釈 L
た糞便減中からの無作為に抽出した n個の標本液
中における夫々の虫卵数とすると 
X 	
X1+X2十X3+……+Xn j 
n n 
となる。こ Lで問題となるのは|玄-mlの値，即
ち標本平均値玄と母平均値 m との差の絶対値をど
の位の範囲に抑えるかであるが，今仮りに之を 1に
抑えたとする。換言すれば玄と m との最大許容差， 
x-ml_1 J-mn を 1とした訳である。すると
l/函 II l/函云 
l/五 
X 一明m
でこの場合 mn>20ならば /五は近似的に標準 
Nn 
型正規分布に従うから|云-ml亘 1の範囲に実験
値が這入る確率を 95%以上の確かさで言い切る 
為には， Pr. 	 x-m く2 宇 0.95であるから，
J 
叫正一ml く 2j~} 宇 0.95 即ち 2j~ =1と
おけば之れより n=4mとなる。例えば m=3と
すれば n=12となる。この場合は nm= 3x12= 
36であるから nm>20なる条件を深足している。
然 Lm=2とすれば n=8となり， この時は nm 
= 16であるから，条件 nm>20を満足しなレ。
この場合は確率を直接ポアソシ分布から計算すれば
実際問題として不都合が少い。
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第 I章 緒 =ー-冒
寄生虫感染濃度測定法の一つである Stol1氏の稀
緒実実
1釈虫卵算定法について，第 編に於いてその大試験	
分布をなす時，虫卵が存在するにも拘わらず虫卵を
見逃す事があり得.るか否か，その様な見かけ上の虫
卵陰性を避ける為には大試験管内の検査回数は少く
とも何回を必要とするかについて述べた。然しなが
Stoll氏法の稀釈虫卵算定法はその名の示す如ら 
く，虫卵の検出法ではなく従って虫卵陰性確率を問
管内糞便液中に於ける鈎虫卵の分布様式は，単位容
積 (0.15cc)の糞便液中の虫卵数が比較的少い場合
はポアソユ/分布をなす事を述べ，第 2編に於いては
大試験管内の鈎虫卵数の単位容積中に於ける標木平
均値と母平均値とが一致することを実験的に証明
し，標本平均値をそのま Lの値で母平均値に相当す
ると見倣しでも大過ない事を明らかにした。叉第3
編に於し、ては大試験管内の虫卵分布様式がポアソシ
題にする事は少く，それよりも虫卵数の推測の為の
算定法であって，大試験管内の単位容積中の卵数の
母平均値を把握する事が重要となってくる。即ち，
母平均値推測の為には同一試験管について検査回数
は最少限度何回を必要とするかの問題がこ Lに提出
されるのであるが，この問題について理論的に究明
した人は現在迄には無く，たど僅かに経験的に述べ
ているに過ぎなし、。私は以上の点について理論的に
考察したのでこ与に報告する。 
第II章 実 験 方 法
第 2編に於いて行った， 夫々の実験， 即ち m=
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今 m 抑えるならば， Pr. 
く
キ 0.90iふら 
=2，n = 8とすると
x J~} 言lPr. {I 玄一m[~2 
=Pr. {Ij-nm 1孟 2〆函云〉 nを求めればよい訳である。 
=Pr・{ 1j-16 1亘 2〆互支吾〉 即ち 1.65J17=imより n=包 5 となる。M 'l' U .lV m 
-PJ
O
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間ザ「町 一 つ
/ 』 一
30.25 J 
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従って n= 1云ーより m = 1，2，3・…・・30迄の夫々
町一一]∞ 一 〉 河川 丁∞ 一 > 一 日
の nの値を求めてみると，表 1，図 1に示す如く標
本平均値と母平均値主の喰し也、を夫々のjLm以
郡山山
験管防衛
容差L以上離れる確率を一応 5%の線で抑えた。即
ち Pr. 主主~I く 2) キ 0.95 としたのであったが，
/釘1 I 
AInI I~ 
前述の場合は最大許容差を 1としたが，もし之れ
をその 2倍の 2とすればはずっと少くてよい。即ち 
2 /型 =2から n=mとなる。 
N
. n 
以上をまとめてみると， 
(1) 最初に最大許容差を定める。 
(2) m の値に応じて信頼度を 95%とすれば 
=Lから nを定める。2Jr;.
但し Lは最大許容差である。 
(3) m X nが 20より大きいならば玄と m と
の差が，最大許容差 L以上離れることは約 5%
の確率しかなし、と云う事が出来る。叉 m X n 
が 20より小さいならばポアソン表から
， Pr・{l玄一 mlくL}= - =nL}くj nml<[ Pr.
トー nL ll(nm)i
一一一三，一一ーを計算する。例えばこ 
j=mn-nL J' 
の確率が0.97になったとすれば玄と m との差
が L以上離れる確率は 3%しかないと云える。
第 111章 実 験 成 績
前述の実験方法では|玄 -mlで示される値即ち 2 
ー円 
ム噌 
内にとどめ，且つこの範囲内に標本平均値が這入る
確率を 90%前後に保つ為には m が1の場合に 31
回 (30，25)の検査回数を要することとなり，以下 
m = 2，3・…・・10の順に従って夫々 16回(15，12)， 
1O~11 回(10.08)， 8回 (7.32)，6 ~7回 (6.05)， 
5~6 回 (5.04)， 5回 (4.32)， 4回 (3.78)，4回 
(3.36)， 3 ~4回 (3.02)となり，之等は何れも 
mn>20である。叉 m が 10より大きい場合につい
ても同様に m = 15に対して 2間 (2.01)，m = 20 
に対して 2回(1.51)，m = 25に対して 2回(1.21)， 
m = 30に対して 1回(1.00)となる。
次に第2編に於ける実験について同様の考察を進
めて， m = 0.71，m = 1.61，m = 2.31，m =3.17の
信頼度 90%，最許容差 L=会m の場合に。 
30.25 
対する必要検査回数 n=王子
表 1
m 回 数 m 回 数
tUiP011 8 4 
噌
E 9 4 
最大許容差を， 1叉は 2として問題を簡単化したの
であるが，実際問題としては最大許容差を m の値
の如何に拘らず一律に 1又は 2とする事は誤りであ
って， m の大きさに応じての最大許容差が決定さ
れねばならぬ。私はこの意味に於いて mx告を夫
々の mvこ就いての最大許容差とした。
叉前述の実験方法では，玉と m との差が最大許
ムム
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x とm との差が L以上離れる確率を 10%の線で
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夫々の場合の nの値を求めてみると表2に示す如
くm = a.71の場合は n= 42.6となって求める検
査回数は 43回となり，以下 m = 1.61，m = 2.31， 
m = 3.17の順に夫々 19回(18.7)， 13 ~ 14回
仁13.09)，10回 (9.5)となり之等は何れも mn>20
である。
表 2 m = 0.71， 1. 61，2.31，3.17の
ときの検査回数 
m 回 数 
0.71 43 
1.61 19 
2.31 13~14 
3.17 10 
第 IV章者 察 
Stoll氏の稀釈虫卵算定法は虫卵の検出を試み
る検査法ではなくて虫卵数の算定法であるから， 
Stoll氏法に於ける大試験管内の単位容積中の虫卵
数の標本平均値より母平均値を推測することがその
本来の目的である。従って求め得た単位容積中の虫
卵数の標本平均値より，し、かに正確にその母平均値
を推測するかが Stoll氏法に於いて検討されねば
ならず，この事は，母平均値推測の為の標本数を検
討7ずる問題と同義である。かかる見地より私は 
は，従来経験的に云われていた 3~4 回の検査回数
で充分と云う事になるが，上述の条件を今少しく厳
密に採り， I玄 -m14!m，Pバ豆二二竺|く 2 
= 10 --， -.-11 1m 
宇 0.95とすれば前述の検査回数はより多く必要と
なる訳である。
吾..0陶第 V章結 E岡 
Stoll氏の稀釈虫卵算定法に於し、て試験管内の糞
便溶液の単位容積中 (0.15cc)の鈎虫卵数の標本平
均値より，母平均値を推測するための標本数，即ち
検査回数について検討を行った。即も|玄一mls 
li二J 竹、
元
Q 
mJrjpr|く1.65)キ 0.90なる条件の下 
|iMn 
で種々なる m の値 (m= 1，2，3……30)に対する
検査回数を吟味したが 
1) m = 1の場合の検査回数出31固

め m=4の場合の検査回数は8回
 
3) m = 7の場合の検査回数は 5回 
4) m = 10 の場合の検査回数は 3~4 回 
5) m = 30の場合の検査回数は 1回である。
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なる条件の下に m =1，2，3・…・.10の夫々の場合の
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